
会 議 結 果 の お 知 ら せ 

会 議 の 名 称 令和５(2023)年度第４回栃木県ケアラー支援推進協議会 

会議の公開について 公開・非公開（非公開の理由）                

（ 概 要 ） 

１ 日 時  令和６(2024)年３月７日（木）14時から15時30分まで 

２ 場 所  県公館 大会議室 

３ 出席者  委員16名 

 ４ 議 事 

（１）議題 

ア 「栃木県ケアラー支援推進計画」（案）について    

事務局から「栃木県ケアラー支援推進計画」（案）について説明し、質疑

    応答を行った。 

（２）報告 

   ア 令和６(2024)年度におけるケアラー支援に関する新規事業等について 

      事務局から、令和６(2024)年度におけるケアラー支援に関する新規事業等

について説明し、質疑応答を行った。 

   イ 令和５(2023)年度におけるヤングケアラー支援の主な取組状況について 

     事務局から令和５(2023)年度におけるヤングケアラー支援の主な取組状況

について説明し、質疑応答を行った。 

 

【意見交換会全体を通しての委員からの主な意見】 

・栃木県ケアラー支援推進計画について、事務局案のとおりとし、策定手続きを進め

ることについて了承。 

・ケアラー自身が一番求めているのは何かというと、話す場であり、話す機会を本当

に欲しがっているのではないかと思う。そのような機会がたくさんある社会ができ

て欲しいと考える。 

・令和６年度の新規事業のうち、研修事業があるが、栃木県といっても、地域資源が

比較的多くあるところと、一からスタートという地域があり、かなり地域での差が

あるということを、自分の活動からも強く感じている。研修自体も全県一つではな

くて、地域ごとの特性を踏まえて、多くの関係者が一同に介し、顔の見える関係性

をつくりながら、ケアラー支援を一緒に考えていけるような基礎がつくれる研修の

体制をぜひ検討していただきたい。 

・ヤングケアラーを学校で見つけた後、市町へのつなぎ方は、地域によって多様性が

当然あってよい。市町の教育委員会も含めて、とにかく学校で見つけたケースはそ

の地域で一番話しやすいところに持っていくことがよいと考える。最終的にはこど

も家庭センターにつながり、そこでアセスメントしていくという流れだと思う。い

くつか標準パターンを示しながら、市町でそれをカスタマイズできるような形が、

県の立場からするといいのではと思う。 

・国の制度における対象者だけではなく、家庭の様子なども含めてプランニングを考

えるなど、専門家の意識改革が一番重要だと考える。 

・各分野で関わる人材が、いかにスキルを高めながら、役割をしっかり果たせるよう

な人材を確保・育成していけるかということが、総合的なポイントである。 

問合わせ先 

栃木県保健福祉部保健福祉課地域福祉担当 

（栃木県ケアラー支援推進協議会事務局） 

電 話０２８－６２３－３０４７ ＦＡＸ０２８－６２３－３１３１ 

 


